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５月の登校日等の対応

５月１１日（月）からの週以降に、地域や学校の状況を踏まえ、

感染予防に最大限配慮したうえで、段階的に必要な登校日

を設けることができる。



登校日の設定状況（５月11日～15日）

・登校日を設定している高等学校 21校
大津清陵、河瀬、虎姫、長浜北星、八幡工業、草津東、守山、
栗東、国際情報、水口、水口東、石部、甲西、高島、安曇川、
八日市、八日市南、伊吹、米原、日野、愛知

・登校日を設定している県立中学校 １校
県立守山中



登校日に行う主な内容

・健康観察
・課題の配布
・課題の確認、解説
・個人面談



生徒を登校させる際の工夫
〇分散登校や時差登校を実施し、教室内の人数を少なくする
・学年により登校日を設定し、クラスや出席番号により時差をつけて
登校させる
・選択教室や空き教室を使い、クラスの生徒数を少なくする

〇健康観察、消毒や手洗いの徹底
・登校前に健康状態・体温を確認させ、体調不良の場合は登校を自粛
させる
・マスクの着用や手洗いを徹底させる
・教室の机やドア、階段の手すり等のアルコール消毒を徹底する
・教室の窓を開け、十分な換気を行う



ＩＣＴの活用状況①
（１）教員が作成した動画配信を実施している学校

県立高校 22校 県立中学校３校
膳所、大津、堅田、東大津、石山、彦根東、河瀬、長浜北、
虎姫、国際情報、草津東、守山、守山北、八幡、石部、
甲西、水口、水口東、米原、高島、八日市、愛知
河瀬中、守山中、水口東中

（２）教員が作成した動画配信を予定している（準備している）
学校 11校
北大津、瀬田工業、大津商、彦根工、彦根翔西館、伊香、
信楽、安曇川、八日市南、伊吹、日野



ＩＣＴの活用状況②

（３）学習支援ツール（クラッシーなど）やテレビ（ＮＨＫ講座）
などを活用している学校 10校
大津商、石山、河瀬、長浜北星、草津、八幡、湖南農業、
国際情報、甲西、伊吹

（４）ＺＯＯＭ等双方向システムを活用あるいは活用を検討し
ている（準備している）学校 ７校
膳所、彦根東、虎姫、玉川、能登川、米原、愛知



取り組み事例①

学校作成動画サイトや外部の学
習講座等へ学校ホームページか
らリンク



取り組み事例②

学校で動画を作成する際の参考と
できるよう、県において動画を作成



教材 配付 回収 確認・評価

教科書等 ・教科・科目ごとに学習する
教科書等の内容を指定する。

・学習内容に合わせたワーク
シート等（用紙やデータ）
を準備する。

学習プリント ・教科・科目ごとに学習プリ
ントを作成する。

学習支援
コンテンツ
(NHK高校講座等)

・教科ごとの学校放送番組や
ウェブサイト（＊３）を提示
する。

・コンテンツに合わせたワー
クシート等（用紙または
データ）を準備する。

授業動画 ・教科・科目ごとに授業動画
を作成する。

・動画に合わせたワークシー
ト等（用紙またはデータ）
を準備する。

・生徒または保護者が
学校に取りに来る。

・各教科の課題等を
まとめて各家庭に
郵送する。

・ホームページ上に
提示したり、メー
ルで学習内容を指
示する。

・動画投稿サイト
(YouTube等)で配信
する。

・授業動画をDVDに保
存し配付する。

・生徒または保護者が
提出する。

・取り組んだワーク
シート（用紙）や作
品等の写真を撮り、
指定されたアドレス
に送信する。

・取り組んだワーク
シート等（データ）
を指定されたアドレ
スに送信する。

・登校日に学習プリン
ト等の取組状況を確
認し、解説や演習を
行う。

・学習プリント等の
取組状況を確認し、
コメント等をメー
ルで返信する。

（
補
充
）

臨時休業中の家庭学習における学習指導の進め方について【参考】 滋賀県教育委員会事務局高校教育課

１～２週間程度を単位に「教材⇒配付⇒相談・指導⇒回収⇒確認・評価（⇒補充）」のサイクルを実施し、家庭学習において今年度の学習内容の指導を進める。
※以下に示す教材から補充までの具体的な内容はあくまで一例であり、地域や学校、生徒の状況等を踏まえて内容や組合せを検討する必要がある。

（＊２）

（＊２）

（＊１）学校設定科目や総合的な探究の時間等においては、各校ごとに特色ある教材等を使用することも考えられる。
（＊２）各家庭における端末の保持や通信環境の状況について十分配慮する。（学校の端末の貸出、学校のＣＡＩ教室の開放等の検討）
（＊３）スタディサプリやクッラシー等を活用することも考えられる。
（＊４）評価については、生徒一人ひとりの家庭学習における取組状況が把握できるよう、ワークシート等に振り返りを記入する欄を設けるなど工夫する。
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同時双方向型の
オンライン指導

・ビデオ会議システム等によ
るオンライン授業を行う。

（＊２）

・各教科の課題をまと
めて学校に郵送する。

・ウェブアンケートで
日々の進捗状況を報
告する。

・ウェブアンケートか
ら課題の進捗状況や
健康状況などを確認
する。



６月以降の見通し
６月１日に学校が再開した場合、

・長期休業期間の短縮や土曜日等の授業、時間割編成
の工夫や学校行事の精選等により、２０日程度の授業
日を設定することで、授業数を補う。

・必要に応じて、家庭学習の課題やレポート提出等で授
業内容を補充する。



現在の課題
・６月以降の学校再開の工夫（分散登校や時差登校）を検討する必要
がある。
・授業日数は確保するものの、学びの意欲を高め、探究的な学びをい
かに進めるか。オンライン学習により知識の定着は図れるが、新学
習指導要領が求める主体的、対話的で深い学びにいかにつなげる
かが課題である。
・進学や就職の見通しが立たない中、生徒をいかに指導するか。
・インターハイ等の中止にともない、３年生にとってこれまでの成果を
発揮する場。部活動の引退の区切りをどのようにつけるか。
・感染症拡大防止策をとりながら、学校行事（学園祭、修学旅行）をど
のように構成するか。


